
観測隊
観測隊員乗艦（７７名）

チャーターヘリ搭載（１機）

補 給

燃料搭載

生糧品搭載
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東 京

フリーマントル

シドニー

第６０次南極地域観測における輸送協力について

３０．１１．１０（土）発

３１． ４． ９（火）着

３１． ３．１８（月）着
３．２３（土）発

実 績

総行動日数 １５１日

南極圏行動日数 ９９日

総航程（ﾏｲﾙ） １８，５９０ＮＭ

３０．１１．２５（日） 着

１１．３０（金） 発

昭和基地

南緯５５度
↓

南極圏

３０．１２．２５（火）接 岸
３１． ２． ３（日）離 岸
３１． ２．１２（火）北上開始
３１． ２．２３（土）流氷域離脱

※流氷域離脱に日数を消費したため、未実施

物資輸送

野外観測支援

海洋観測支援
※ﾄｯﾃﾝ氷河沖

ｹｰﾌﾟﾀﾞﾝﾚｲ沖

ｱﾑﾝｾﾞﾝ湾

※ｴﾝﾀﾞﾋﾞｰﾗﾝﾄﾞ

ﾘｭﾂｫ･ﾎﾙﾑ湾

観
測
隊

観測隊員退艦（７９名)

ﾁｬｰﾀｰﾍﾘ卸下(1機)

補
給

燃料搭載 ６００ＫＬ

生糧品搭載

資料５－１
南極地域観測統合推進本部
第87回外部評価委員会
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氷海航行実績
（氷海進入時の状況）

定着氷進入

回次
月日

（出国からの日数）

５７ １２．２１（３６日目）

５８ １２．２１（４１日目）

５９ １２．１６（３５日目）

６０ １２．１６（３７日目）

12.14 2147C
海底圧力計設置

12.15 0313C～2307C
乱氷帯（ﾗﾐﾝｸﾞ68回）

12.16 0105C
定着氷進入

12.14 0434C
氷海進入（流氷域）

昭和基地

2

●１２．１０

●１２．１１

●１２．１２

●１２．１３



昭和基地

68.5S

69.0S

定着氷縁

優先物資等空輸（停留）
１２．２２～２４（３日間）

3９E 40E

接 岸

回次
月日

（出国からの日数）
氷厚（ｍ） 積雪（ｍ）

５７ １． ４（５０日目） 2.5～4.0 0.3～0.9

５８ １２．２８（４８日目） 2.7～5.5 0.3～1.4

５９ １２．２３（４２日目） 2.0～5.2 0.5～1.2

６０ １２．２５（４６日目） 0.7～1.2 0.3～0.8

接岸までの氷状の比較

回次
１年氷帯 多年氷帯

氷厚（ｍ） 積雪（ｍ） 氷厚（ｍ） 積雪（ｍ）

５７ 0.8～1.5 0.1～0.7 4.0～5.5 0.3～0.8

５８ 1.0～1.2 0.3～0.5 － －

５９ 0.3～1.2 0.1～0.8 － －

６０ 0.5～1.5 0.3～1.0 － －

定着氷進入から接岸までの砕氷航行時間

回次 １年氷帯 多年氷帯 計

５７ １６時間 ９日間 １０日

５８
７時間
（43NM)

－
７時間
（43NM)

５９
９時間
(34NM)

－
９時間
(34NM)

６０
４日間
（５０NM）

－
４日間
（５０NM）

南極大陸

12.16 0105C 定着氷進入（停留）
１２．１６～１２．１９

航空機防錆解除及び試飛行

１年氷帯

10NM

20NM

約１０マイル

航跡

昭和基地沖の氷状

12.19 1814C～12/21 2309C
砕氷航行（ﾗﾐﾝｸﾞ２７５回）

12/25 0700C～1425C
砕氷航行（ﾗﾐﾝｸﾞ１回）
1425C昭和沖接岸

流氷域
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燃料タンク

燃料輸送及び氷上輸送（一部）

停留位置を上空から撮影（３０年１２月２７日：ドローン撮影）

油 種 送油量

軽 油 ５７２．５トン

ＪＰ－５ ４０．０トン

１２月２５日（火）～１２月２７日（木）

燃料パイプライン輸送
（６６５ｍ）

一年氷

氷上輸送（自走）

１２月２７日（木）貨油輸送を実施した場所から、車両３台を氷上輸送（自走）した。

多年氷
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氷上輸送
１２月２８日（金）～１月８日（火）

しるべ島
岩島

昭和基地

雪上車ルート

１年氷

多年氷

停留位置を上空から撮影（３１年１月５日：ドローン撮影）
東オングル島

氷上輸送ルート

中距離輸送（輸送距離約４ｋｍ）

岩島

しるべ島
停留移動

クレーン
卸下・搭載位置接岸点



航空輸送（一般物資空輸、持ち帰り物資空輸）

燃料タンク

昭和基地
（東ｵﾝｸﾞﾙ島）

昭和Ａヘリポート（空輸送り先）
岩島

停留位置を上空から撮影（３１年１月１５日：ドローン撮影）

１月１０日（木）～１月１７日（木）
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岩島

東オングル島
停留位置

昭和Ａヘリポート

約２ＮＭ



輸送実績（比較）

回次
輸送量 持ち帰り輸送

（トン）計画（トン） 実施（トン） ％

５１
１１３２．９
（４８４．５）

１１３２．９
（４８４．５）

１００
（１００）

２８０．５

５２
１３１３．６
（５２６．０）

１３１３．６
（５２６．０）

１００
（１００）

４４５．６

５３
１２５０．４
（５２６）

８１７．５
（２９０．８）

６５．４
（５５．３）

２３５．９

５４
１０８４．３
（５２６）

６７７．７
（４０７．２）

６２．５
（７７．４）

９７．５

５５
１１５９．７
（５６６．７）

１１５９．７
（５６６．７）

１００
（１００）

４９９．５

５６
１０３７．２
（６４５．２）

１０３７．２
（６４５．２）

１００
（１００）

４１０．３

５７
１０６４．８
（６６２）

１０３６．９
（６３２．２）

９７．４
（９５．５）

３５２．３

５８
１０６７．８
（６５９．７）

１０３０．９
（６１５．９）

９６．５
（９３．４）

３６７．４

５９
９８１．５
（６１２．９）

９８１．５
（６１２．９）

１００
（１００）

４１１．７

６０
９９９．４
（６５７．２）

９９９．４
（６５７．２）

１００
（１００）

３８８．７

※（ ）は燃料(内数）
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左艦首方向から後方を臨む。（３１．２．１７（土）１０１５Ｃドローン撮影）

復路流氷域でのラミング航行（１／２）

３１．２．８（金）～１０（日）にかけて通過した低気圧の影響により、流氷域の氷状が大きく変化

３１．２．６（水）低気圧通過前の状況

区 間 航 程 期 間 消費燃料

往路流氷域 約２５６．６ＮＭ ２日 １３９ＫＬ

復路流氷域 約 ５７．５ＮＭ １２日 ７８７ＫＬ
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・流氷縁 １２．１４（金）０４３４Ｃ
（６４°３０．０Ｓ、０３９°３３．５Ｅ）
・定着氷縁 １２．１６（日）０１０５Ｃ
（６８°３４．４Ｓ、０３８°２１．９Ｅ）
・往路ラミング回数３４４回
（流氷域：６８回、定着氷：２７６回）
・航 程：２５６．６ＮＭ
・所要時間：４４時間３１分（２日間）

復路では、夏期の融解により、約２００ＮＭ減少したものの、離脱に１２日間を要した。
これにより、復路の野外観測支援及び海洋観測支援の一部を取り止めた。

・定着氷縁 ２．１２（火）０９２７Ｃ
（６８°３２．８Ｓ、０３８°２７．０Ｅ）
・流氷縁 ２．２３（土）１４５９Ｃ
（６７°５２．４Ｓ、０３６°２５．７Ｅ）
・復路ラミング回数１，３９９回
（定着氷：７８回、流氷域：１，３２１回）
・航 程：５７．５ＮＭ
・所要時間：２６９時間３２分（１２日間）

復路流氷域でのラミング航行（２／２）

定着氷縁着
１２．１６（日）０１０５Ｃ

流氷域進入
１２．１４（金）０４３４Ｃ

流氷域離脱
２．２３（土）１４５９Ｃ

定着氷縁発
２．１２（火）０９２７Ｃ

（復路）（往路）
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

全 般

船 体
・入きょ
・塗装
・舵オーバーホール等

機 器
・主機オーバーホール等
・１、２号補助発電機オーバーホール等
・マルチビームソーナーの新替え

定 期 検 査22

7 6

入きょ

17

・23 第１回工程会議 ・11 第２回工程会議

・4-5海上試験（艦船）

・9-13海上試験（武器）

令和元年度砕氷艦「しらせ」定期検査

資料５－２
南極地域観測統合推進本部

第154回総会 R1.6.21


